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 In recent years, the number of people participating in soccer has increased significantly. Furthermore, the 2026 FIFA 

World Cup has attracted significant attention. In this study, propose an analysis and a predictive model to examine the 

factors influencing goal scoring. Based on these results, compared the accuracy of conventional methods and the 

predictive model. 

 

１．緒 言 

近年，サッカーの世界人口が大幅に増加して，

2006 年時点で 2 億 6500 万人[1]，現在まで総人

口の増加に伴いさらにサッカーの競技人口が増

えることが予測される．昨今では，第 104回全国

高等学校サッカー選手権大会の開催やサッカー

FIFAワールドカップ 2026の開催に伴い注目を集

めている．サッカー競技においては戦術の高度化

やデータ分析技術の発展により，試合内容を客観

的に評価する試みが盛んに行われている．特に，

勝敗に直結する得点は試合結果を左右する最も

重要な要素の 1つであり，その発生要因を明らか

にすることは，戦術を組み立てることや選手育成

において大きな意義を持つ．また，リーグによる

違いや開催地等の違いにより得点要因が変わっ

てくることも考えられる．これまでは，シュート

数やポジション率，パス成功率などの試合スタッ

ツデータと得点との関係について分析が行われ

てきた．また，近年では得点に至るプレーの連続

性や空間的要因にも注目が集まっている．しかし，

これらの研究の多くは特定のリーグや大会に限

定されており，得点要因の一般化や複数の要因を

統合的に検証した研究は十分とは言えない．鈴木

らは，得点機会の分析において，パスプレーに着

目した研究を行った[2]．そこで，本研究では，サ

ッカーの試合データを用いて，得点に影響を与え

ると考えられる複数の要因を定量的に分析し，そ

れらと得点の関係性を明らかにすることを目的

とする．具体的には，シュートに関する指標や自

チームがした反則の回数といった客観的なデー

タを用いて試合状況などに着目し，得点との関連

性を分析する． 

 

２．分析対象と使用する変数 

本研究では，データの対象として，プレミアリ

ーグにおいては 2023年 6月から 2024年 5月まで

の 1 年間の試合を用いる．J リーグにおいては

2024 年２月から 2024 年 12 月までの１年間の試

合を用いる．合計 1520 試合分である．また、そ

れぞれのリーグごとにホームゲームとアウェイ

ゲームに層別して分析を行う． 

目的変数：得点 

説明変数：支配率，シュート数，カード枚数，

コーナーキック数，ファール数，オフサイド

数，XG，オッズ 

 

３．分析結果 

変数間の相関を調べるため，相関分析を予備

解析として行った．結果を抜粋して表 1に示

す． 

表 1 J リーグ ホームゲームの相関分析の結果 

 

StatWorks ver.5.82を使い，J リーグのホームゲ

ーム，アウェイゲーム，プレミアリーグのホー

ムゲーム，アウェイゲームで多変量解析をし

た．その結果の例を，表 2 に示す． 

表 2 J リーグのホームゲームの重回帰分析の結果 

 

P 値の異常値がないため，結果として，採用

した．以下より，解析結果で目立つ変数を抜粋

して考察する． 

まず，各リーグ，開催地で変数の種類が異な

るため，最終的な変数の種類は少し異なる．標



 

   
 

準偏回帰係数の値が大きかったのは，シュート

数であった．これは，点数を取るには積極的に

ゴールを狙うというサッカーにおいて基本的な

原理が統計的に示唆された．また，コーナーキ

ックの回数が得点に負の影響を与えることが見

て取れる．コーナーキックによって，決めきる

ことができなければコーナーキック取得側のチ

ームは相手陣地に多くの人数を割いてしまって

いるため，カウンターによって逆に点数を決め

られる確率が上がることを示唆している． 

 

4．予測結果と比較からの考察 

 多変量解析から得られた偏回帰係数により，以

下の予測式を作成した． 

𝑺𝒊

= 𝒂(𝟏)𝒎𝒊 + 𝒃(𝟏)𝒏𝒊 + 𝒄(𝟏)𝒐𝒊 + 𝒅(𝟏)𝒑𝒊 + 𝒆(𝟏)𝒒𝒊

+ 𝒇(𝟏)𝒓𝒊 + 𝒈(𝟏)𝒔𝒊 

𝑖：予測するリーグ，開催地 

𝑺𝒊：𝑖の得点数 

𝒎𝒊: 𝑖の支配率 

𝒏𝒊: 𝑖のシュート数 

𝒐𝒊: 𝑖のカード枚数 

𝒑𝒊:𝑖のコーナーキック数 

𝒒𝒊:𝑖のファール数 

𝒓𝒊𝑖のオフサイド数 

𝒔𝒊:𝑖のオッズ 

𝑎(1), 𝑏(1), 𝑐(1), 𝑑(1), 𝑒(1), 𝑓(1), 𝑔(1)はそれぞれ

に対する偏回帰係数の値である． 

算出した予測式の結果の一部を抜粋して表 3 

に示す． 

表 3 J リーグのホームゲームの予測式の精度 

 

 MAD 値をみると，0.5 前後であるためある程度

高い予測精度となった． 

得られた結果の精度を MAD 値と RMSE 値で

他手法と表 4 にて比較する． 

表 4 他手法との比較 

 

 

本研究のMAD による予測精度の分析では，ど

のリーグまたは開催場所においても，MAD が 0.5

点前後だったため比較的高い予測精度となった．

また，開催場所を問わず Jリーグよりもプレミア

リーグの方が高い予測精度を示した。特に，プレ

ミアリーグのアウェイゲームが最小の値で，最も

安定した予測ができている．しかし，RMSE によ

る分析では，1 点前後であったため MAD による

評価に比べて予測精度が低くなった．移動平均法

と本研究の値をMAD を用いて比較すると，開催

場所を問わず Jリーグの予測精度が高い順に移動

平均法（5 試合），本研究，移動平均法（3 試合）

となった．移動平均区間の長さの影響を受けた結

果，5 試合で平均をとった場合よりは精度が落ち

たものの，3試合の場合よりは精度が高くなった．

移動平均法と本研究の値を RMSE を用いて比較

すると，リーグどうしの予測精度の順位付けは一

概には不可能であった．しかし，J リーグのホー

ムゲームのみに着目すると，本研究が最も高い予

測精度という結果となった．本研究の結果として

リーグや開催場所を問わずRMSEよりもMADの

方が高い予測精度となった． 

 

5. 結 言 

本研究では，サッカーの得点要因分析を行った．

その手法として，相関係数行列を用いて説明変数

の抽出を行ったのち，重回帰分析を行った．結果

としては，リーグや開催場所を問わず「シュート

数」が得点に特に強く影響していることが導かれ

た．また，「カードの枚数」や「コーナーキックの

回数」が増えると得点機会が得られなくなるとい

う結果になった．今後の課題としては，説明変数

の増加や試合データの追加を行うことによって

予測精度を上げることである．また，今回はリー

グ分析を行ったが，ワールドカップといった国を

代表するチームごとに分析を行うとまた違った

結果が得られるであろう． 
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J　ホーム J　アウェイ プレ　ホーム プレ　アウェイ
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移動　５年 RMSE 1.050714 0.558570 1.050714 0.521536
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